
北関東防衛局からのお知らせとお願い

防衛省・警察庁・外務省・国土交通省

※このほか、航空法上の無人航空機の飛行禁止空域に
おいてドローン等を飛行させる場合、夜間にドローン
等を飛行させる場合等には、別途、国土交通大臣の許
可又は承認を得る必要があります。

【窓口応募受付・お問い合わせ先】
エルモ横田支部管理課管理第二係
　　　　東京都昭島市田中町568-1昭島昭和第2ビル4階
　　　　042 -542 -7663
　　　　　 横田飛行場、 ニューサンノー米軍センター、 赤坂プレス・センター他

外務省、防衛省、警察庁、国土交通省

対象防衛関係施設及び飛行をさせたい
場合の手続の詳細については、防衛省
ＨＰをご参照ください。

【Twitter 開設】   アカウント名／在日米軍従業員求人情報（エルモ）
令和3年4月より、求人情報等の募集関連情報を定期的に発信いたします。
ぜひ、フォローをお願いします。

※求人情報提供メールサービスに登録すると、希望する
   求人情報がホームページに掲載される都度、お知らせ
   メールが送信されますので御利用下さい。

https://www.mod.go.jp/j/presiding/law/drone/index.html

■内容についてのお問い合わせにつきましては下記に御連絡願います。
北関東防衛局　企画部地方調整課連絡調整室
（東京都、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、新潟県、長野県を管轄）
防衛省　地方協力局地方協力企画課在日米軍調整室

（代表）048-600-1800（内線：2213、2236、2226）

（直通）03-5362-4851 

小型無人機等飛行禁止法により指定されている自衛
隊施設／米軍施設その周辺地域（周囲約300ｍ）
の上空におけるドローン等の飛行は、原則として
禁止されています。

LMOhttps://WWW.lmo.go.jp 検索

レ－ザ－光線による操縦士への影響（イメージ）

 　墜落等による大惨事をもたらしかねない大変危険で悪質
な犯罪ですので決して行わないで下さい。
　 照射している人を見かけた方は１１０番通報をお願いい
たします。

    東京都内、神奈川県内、沖縄県内等で飛行中の航空機に対し
てレ－ザ－光線を照射するという事案が多発しています。

（注）平成２８年１２月、改正航空法施行規則が施行され、規制が強化（レーザー
光線を航空機に向かって照射する行為自体に罰則（50万円以下の罰金））。

　　刑法の威力業務妨害罪（３年以下の懲役又は50万円以下の罰金）、航空危険
行為処罰法の航空危険罪（３年以上の有期懲役）等に該当する場合あり。

平成27年12月及び平成28年11月に
威力業務妨害罪で逮捕例あり。

レ－ザ－光線の航空機への照射は  犯罪 （注） です。

（８） 第107号北関東防衛局広報

在日米軍従業員募集ドローンの規制についてのお知らせ

周囲おおむね300ｍの
地域の上空（イエロー・ゾーン）

約300ｍ

自衛隊施設／米軍施設の敷地・
区域の上空（レッド・ゾーン）

■お問い合わせ先
　防衛省　北関東防衛局　企画部地方調整課連絡調整室
　【代表】048-600-1800（内線：2213、2236、2226）

住　所

電　話

担当施設

独立行政法人駐留軍等労働
者労務管理機構【エルモ】で
は、在日米軍基地で勤務する
従業員の募集を行っています。

興味のある方は、エルモホーム
ページをご覧いただくか、下記の
支部にお問い合わせください。

「写真提供：国営ひたち海浜公園」（茨城県ひたちなか市）
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東日本大震災１０周年記念式典
硫黄島での空母艦載機着陸訓練　　
わが町紹介（～栃木県宇都宮市～）
防衛施設周辺の環境整備事業
事務所だより（～百里防衛事務所～）
令和３年４月１日付幹部紹介
令和3年度北関東防衛局初任研修を実施
北関東防衛局からのお知らせとお願い
・レーザー光線の航空機への照射は犯罪です
・ドローン規制についてのお知らせ
・在日米軍従業員募集

北関東防衛局総務部広報室
埼玉県さいたま市中央区新都心２-１
https://www.mod.go.jp/rdb/n-kanto/　
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　原子力空母ロナルド・レーガンの艦載機による５７回目の空母艦載機着陸訓練（ＦＣＬＰ：Field Carrier 
Landing Practice）が、令和３年５月５日から同月１５日までの間、硫黄島で実施されました。
　訓練には、原子力空母ロナルド・レーガンの艦載機（ＦＡ－１８Ｅ、ＦＡ－１８Ｆ､ＥＡ－１８Ｇ、Ｅ－２Ｄ、
Ｃ－２Ａ）が参加し、期間中に約３,０９０回の着陸訓練が行われました。
　北関東防衛局では、訓練が円滑に遂行され
るよう、企画部次長を始め職員１５人を硫黄
島に派遣し、器材の使用及び支援物資の輸送
に係る米海軍、海上自衛隊及び航空自衛隊と
の間の連絡調整や、給食、施設の管理に係る
役務の調達等の支援業務を昼夜を問わず行
いました。
　訓練の実施に当たっては、硫黄島の自衛隊
基地を管理する海上自衛隊及び航空自衛隊
の協力もあり、当初予定していた訓練期間内
に安全に全ての訓練を硫黄島で終えること
ができました。
　北関東防衛局では、本土の飛行場周辺で
の航空機騒音軽減などを図るため、米軍に
はできる限り、本土ではなく硫黄島におい
て訓練を行うよう、累次の機会に要請して
います。
　今後とも、訓練の実施に当たっては、日米
間の調整を密に行い、恒久的なＦＣＬＰ施設
が整備されるまでの間、暫定的な代替施設で
ある硫黄島において多くの訓練が実施され、
本土の飛行場周辺における航空機騒音の軽
減が図られるよう努めてまいります。

訓練期間中約３,０９０回の着陸訓練が実施されました。

東日本大震災１０周年記念式典 硫黄島での空母艦載機着陸訓練

着陸訓練を行う空母艦載機

　令和３年３月１１日、横田基地
において、「東日本大震災及びト
モダチ作戦１０周年式典」が開催
され、当局からは松田北関東防衛
局長が出席し、犠牲となられた
方々に哀悼の意を表しました。
　平成２３年３月１１日、宮城県
三陸沖を震源とするマグニ
チュード９．０という我が国にお
ける観測史上最大の地震に伴い、
津波や原子力災害など未曽有の
大災害が発生しました。
　防衛省・自衛隊は当時、自治体
をはじめとする関係機関と協力
するとともに、「トモダチ作戦」に
よる米軍２万人規模の協力を得て、史上最大規模の態勢で対処に当たりました。
　その中でも横田基地は、「トモダチ作戦」の中で、東北地方の被災地へ向けた支援物資等を空輸する後方支
援基地としての役割を果たすだけでなく、原発事故に対処するための機材輸送など、首都圏における枢要な米
軍施設としての能力・機能をいかんなく発揮しました。
　式典の中で第３７４空輸航空団司令官のキャンベル大佐は、「チーム横田のメンバーは、大切な同盟国の
人々を支援するため迅速に行動した。成田空港へ着陸できなかったダイバート機とその乗客への支援をはじ
め、消防車両の派遣や航空機による被災地への物資輸送など、東北全体を支援した。今日、犠牲となられた
方々を偲んで悲しみを分かち合い、震災後に我々が友人として、また同志として、ともに対応した事実を誇り
をもって称え合いたい。」と述べました。
　松田局長は、「当局は、震災時の横田基地のこのような活動について、周辺自治体や地域住民の皆様にでき
る限りの情報提供を行うなど一丸となって対応した。東日本大震災においては、私を含む多くの日本国民が、
「トモダチ作戦」を通じ、同盟国である米国の力強く、温かい支援に深く感謝している。」と述べました。
　式典の最後に、日米の代表者が花輪を捧げ、両国の継続的な同盟関係を象徴する梅の木を植樹しました。
　北関東防衛局としては、今後も災害の発生に備えつつ、横田基地周辺自治体をはじめとする関係機関や米
軍との相互の連携・協力の基盤となるよう努めてまいります。

（横田基地ホームページより引用）

日米間での会議の様子

　空母艦載機が海上で空母に安全に着艦できるよう、パイ
ロットの練度の維持・向上を目的として、陸上の飛行場の
滑走路で行われる着陸訓練で、米海軍の艦載機のパイロッ
トにとって必要不可欠な訓練です。

空母艦載機着陸訓練とは
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　宇都宮市は、東京から北に約100キロメートル、栃木県のほぼ中央に位置し東北新幹線や東北自動車道、北関
東自動車道などの交通網の結節点であり、古くから門前町、宿場町城下町として栄え、栃木県の政治・経済の中
心都市として発展してきました。
 これからも成長し続けるために、全国に誇れる魅力あるまちづくりに取り組んでおり、子育てにやさしいまち、
自転車のまち、餃子を愛するまち、カクテルのまち、プロスポーツのまち、大谷石のまち、農業王国うつのみやな
どを掲げ、様々な事業を実施しています。

　宇都宮市には宇都宮飛行場等が所在しており、地域との調和を図
るため、防衛施設周辺対策事業の助成制度を活用し、様々な施設整
備等を実施しています。近年では、保育所等の周囲半径500メートル
を「キッズゾーン」として設定するとともに、ゾーン内における交通
安全対策のための路面標示を設置し、自動車の運転者等への注意喚
起を図るなど、園外活動時の児童の安全確保に取り組んでいます。

　本市が目指す将来の姿である「ネットワーク型コンパクトシティ」のもと、子育て、福祉、安全、経済、交通など
のあらゆる分野に
　①先進技術をいち早く導入し、市民生活の向上等を図る『スマートシティ』
　②地域における絆を深め、ともに支え合い、安心して暮らせる『地域共生』
　③環境などとの調和を図りながら、持続的な発展を目指す『ＳＤＧｓ』の視点を取り入れた

　令和３年４月４日、群馬県高崎市主催で「吉井中央公園オープン記念式典」が開催され、富岡高崎市長を始
めとした関係者のほか、当局からは松田北関東防衛局長が出席し、地元市民の多くの皆様と共に吉井中央公園
の完成をお祝いしました。
　本公園は、有事の際には避難活動や消防活動のための防災拠点として、平時には市民の憩いの場としての活
用が期待されており、地元市民の皆様の生活の向上に資するよう整備されたものです。　
　本施設の整備にあたっては、高崎市に陸上自衛隊関東補給処吉井弾薬支処をはじめ、新町駐屯地や相馬原演
習場が所在しており、弾薬輸送やヘリコプターによる飛行訓練等が実施されるなど、防衛施設の運用により市
民の生活に影響を及ぼしていることに鑑み、これら防衛施設と周辺地域との調和を図るため、「防衛施設周辺の
生活環境の整備等に関する法律」第８条の規定に基づき整備費の一部（約６億１５百万円）を助成しています。
　当局といたしましては、今後も防衛施設を安定的に運用するためには地元住民の方々のご理解とご協力が
不可欠であるものと考え、皆様方の生活の安定と福祉の向上に寄与するための各種施策の実施に取り組んで
まいります。

～栃木県宇都宮市～わが町紹介わが町紹介
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夢や希望がかなうまち『スーパースマートシティ』夢や希望がかなうまち『スーパースマートシティ』

防衛施設周辺対策事業防衛施設周辺対策事業

『スーパースマートシティ』とは・・・

「子どもから高齢者まで、誰もが豊かで便利に
　　　　　安心して暮らすことができ、夢や希望がかなうまち」
「子どもから高齢者まで、誰もが豊かで便利に
　　　　　安心して暮らすことができ、夢や希望がかなうまち」です。

※ネットワーク型コンパクトシティ
　中心市街地やそれぞれの地域拠点、産業・観光拠点にまちの機
能を集約（コンパクト化）し、それらを利便性の高い公共交通など
で連携（ネットワーク化）した都市

高崎市 吉井中央公園オープン記念式典が開催されました

防衛施設周辺の環境整備事業

【施設の概要】
補助対象事業費：約１０億５３百万円　　
住　　　　　所：高崎市吉井町下長根５０番地１（面積 約４.４ｈa）
防　災　機　能：防災あずま屋、かまどベンチ、シェルター
遊　具　施　設：ネット遊具、複合遊具、周回式滑走遊具　等

北関東防衛局長北関東防衛局長 高崎市長高崎市長

テープカット及びくす玉開披

式辞の場面：高崎市長

祝辞の場面：北関東防衛局長

ネット遊具

複合遊具

周回式滑走遊具

サイネージや
顔認証による
おもてなしの充実

多様な交通手段を
組み合わせた
移動環境の充実

環境にやさしい
モビリティ等の
ゼロカーボン化

ICTを活用した
よりきめ細やかな教育

センシング技術による
子どもの見守り

センシング技術・
データの活用による
災害に強いまちづくり



　宇都宮市は、東京から北に約100キロメートル、栃木県のほぼ中央に位置し東北新幹線や東北自動車道、北関
東自動車道などの交通網の結節点であり、古くから門前町、宿場町城下町として栄え、栃木県の政治・経済の中
心都市として発展してきました。
 これからも成長し続けるために、全国に誇れる魅力あるまちづくりに取り組んでおり、子育てにやさしいまち、
自転車のまち、餃子を愛するまち、カクテルのまち、プロスポーツのまち、大谷石のまち、農業王国うつのみやな
どを掲げ、様々な事業を実施しています。

　宇都宮市には宇都宮飛行場等が所在しており、地域との調和を図
るため、防衛施設周辺対策事業の助成制度を活用し、様々な施設整
備等を実施しています。近年では、保育所等の周囲半径500メートル
を「キッズゾーン」として設定するとともに、ゾーン内における交通
安全対策のための路面標示を設置し、自動車の運転者等への注意喚
起を図るなど、園外活動時の児童の安全確保に取り組んでいます。

　本市が目指す将来の姿である「ネットワーク型コンパクトシティ」のもと、子育て、福祉、安全、経済、交通など
のあらゆる分野に
　①先進技術をいち早く導入し、市民生活の向上等を図る『スマートシティ』
　②地域における絆を深め、ともに支え合い、安心して暮らせる『地域共生』
　③環境などとの調和を図りながら、持続的な発展を目指す『ＳＤＧｓ』の視点を取り入れた

　令和３年４月４日、群馬県高崎市主催で「吉井中央公園オープン記念式典」が開催され、富岡高崎市長を始
めとした関係者のほか、当局からは松田北関東防衛局長が出席し、地元市民の多くの皆様と共に吉井中央公園
の完成をお祝いしました。
　本公園は、有事の際には避難活動や消防活動のための防災拠点として、平時には市民の憩いの場としての活
用が期待されており、地元市民の皆様の生活の向上に資するよう整備されたものです。　
　本施設の整備にあたっては、高崎市に陸上自衛隊関東補給処吉井弾薬支処をはじめ、新町駐屯地や相馬原演
習場が所在しており、弾薬輸送やヘリコプターによる飛行訓練等が実施されるなど、防衛施設の運用により市
民の生活に影響を及ぼしていることに鑑み、これら防衛施設と周辺地域との調和を図るため、「防衛施設周辺の
生活環境の整備等に関する法律」第８条の規定に基づき整備費の一部（約６億１５百万円）を助成しています。
　当局といたしましては、今後も防衛施設を安定的に運用するためには地元住民の方々のご理解とご協力が
不可欠であるものと考え、皆様方の生活の安定と福祉の向上に寄与するための各種施策の実施に取り組んで
まいります。

～栃木県宇都宮市～わが町紹介わが町紹介
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夢や希望がかなうまち『スーパースマートシティ』夢や希望がかなうまち『スーパースマートシティ』

防衛施設周辺対策事業防衛施設周辺対策事業

『スーパースマートシティ』とは・・・

「子どもから高齢者まで、誰もが豊かで便利に
　　　　　安心して暮らすことができ、夢や希望がかなうまち」
「子どもから高齢者まで、誰もが豊かで便利に
　　　　　安心して暮らすことができ、夢や希望がかなうまち」です。

※ネットワーク型コンパクトシティ
　中心市街地やそれぞれの地域拠点、産業・観光拠点にまちの機
能を集約（コンパクト化）し、それらを利便性の高い公共交通など
で連携（ネットワーク化）した都市

高崎市 吉井中央公園オープン記念式典が開催されました

防衛施設周辺の環境整備事業

【施設の概要】
補助対象事業費：約１０億５３百万円　　
住　　　　　所：高崎市吉井町下長根５０番地１（面積 約４.４ｈa）
防　災　機　能：防災あずま屋、かまどベンチ、シェルター
遊　具　施　設：ネット遊具、複合遊具、周回式滑走遊具　等

北関東防衛局長北関東防衛局長 高崎市長高崎市長

テープカット及びくす玉開披

式辞の場面：高崎市長

祝辞の場面：北関東防衛局長

ネット遊具

複合遊具

周回式滑走遊具

サイネージや
顔認証による
おもてなしの充実

多様な交通手段を
組み合わせた
移動環境の充実

環境にやさしい
モビリティ等の
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ICTを活用した
よりきめ細やかな教育

センシング技術による
子どもの見守り
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～百里防衛事務所～事 務 所 だ よ り

ひたち海浜公園　～公園設立に至るまでの歴史～
　茨城県ひたちなか市に所在している「国営ひたち海浜公園」は、さまざま
な観光案内カタログや、テレビ番組等で絶景スポットとして紹介されてい
る有名な公園となっています。首都圏からJR常磐線、路線バスを経由し、お
よそ１時間４０分と比較的近場にあり、気軽に足を運べるという利点もあ
ります。
　今年は開園３０周年を記念する年ということもあり、なおのこと話題に
上がる機会が増えてきているように感じます。現在、公園の面積はおよそ
２１５haとなっており、今後も整備がなされていくと最終的に３５０ha（東
京ドームおよそ７４個分）となる計画です。園内は花々の咲き誇る「みはらしの丘」がある「みはらしエリア」や
木々に包まれた「樹林エリア」等の計７つのエリアによって構成されており、エリア内には観覧車等のレ
ジャー施設やサイクリングコース、遊歩道も整備されており、観光や散策のみならず、運動を目的として公園
を訪れる方々も少なくありません。そして春先に開花するネモフィラやバラをはじめとし、秋のコキアや冬の
アイスチューリップといった四季に応じた色とりどりの光景を堪能出来るこの公園は、老若男女を問わず全
ての世代の方々が思い思いの一時を過ごせる素晴らしい場所と言えるでしょう。
　最近では国内外を問わず多くの方々が注目し、足を運んでいるこの公園ですが、元々この場所は今のよう
な公園として利用されていた場
所ではありませんでした。今回は
「国営ひたち海浜公園」が開園さ
れるまでの出来事を簡単に紹介
させていただきます。
　時は今から８０年ほど前に遡
ります。当時この地には、旧陸軍
が飛行場として使用する為の
「水戸陸軍飛行学校」という施設
がありました。その後、終戦を迎
えてからは日本への連合国軍の
進駐に伴い、この施設は「水戸対
地射爆撃場」として米軍が使用
するようになりました。しかし、
射爆撃場として使用されていた
間、当時の地元住民の方々から
数十年にわたり返還運動が行われたこともあり、１９７３年に日本政府に返還されました。
　そうして返還された「水戸対地射爆撃場」跡地を首都圏整備計画の一環として、現在の国土交通省が整備
を始めました。１９８４年に工事が開始され、１９９１年に７０haが完成。この年に初めて開園し、その後さま
ざまな試行錯誤を経て、現在の面積まで整備が進められてきました。今後も公園を整備、管理してくださる
方々によって、より美しい公園に仕上げられていくはずです。
　公園へ足を運ぶ際は、美しい花々の咲き誇る観光地としての一面だけに限らず、整備に至るまでの歴史や
人々の想いにも目を向けてみると、公園の知られざる一面を垣間見ることが出来るかもしれません。
　最後になりますが、一刻も早く新型コロナウイルス感染症が収束し、大勢の方々が気兼ねなく公園へ足を
運べる様になることを心より祈る次第です。

「写真提供：国営ひたち海浜公園」

令和３年４月１日付幹部紹介

　４月１日付で総務部長を拝命し
ました森田です。
　今回の異動については、当時の水
戸防衛施設事務所に採用されたこ
とが私の防衛省職員としてのス
タートだったこともあり、殊更感慨
深いものがあります。
　当局管内には重要な防衛施設が
多数所在しており、その円滑な運用
には地元の皆様のご理解とご協力
が大変重要であると認識しており
ます。
　引き続き、皆様方のご理解が得ら
れるよう取り組んでまいりますの
で、よろしくお願いいたします。

令和３年度 北関東防衛局初任研修を実施
　４月２０日から２２日の３日間、令和３年度北関東防衛局初任研修が１９名の新人職員（令和３年度新規採用者
及び令和２年度中途採用者を含む）に対し実施されました。
　この初任研修は、防衛省職員としての使命と心構えの自覚、業務の遂行に必要な基礎知識を習得、北関東防衛局職
員としての一体感を培うことを目的に実施しており、例年市ヶ谷及び朝霞において実施される防衛省の新人職員全
員を対象とした合同初任研修の後に実施していますが、今年度は新型コロナウイルス感染症の拡大により、一堂での
合同初任研修が見送られたため、北関東防衛局初任研修が新人職員にとって初めての集合教育の機会となりました。
　新型コロナによる影響は埼玉県に４月２０日から「まん延防止等重点措置」の適用が決定されるなど、より一層の
感染対策が求められる中での研修となりました。研修にあたり、研修生は研修前１４日間の健康観察、３密とならな
い広い会議室の使用、室内換気やアルコール消毒、マスク着用の厳守など基本的な感染対策が徹底されました。
　研修では、陸海空自衛隊の任務や活動、北関東防衛局が所管する東京都、埼玉県、千葉県、茨城県、栃木県、群馬
県、長野県、新潟県の１都７県の自衛隊施設や米軍基地、防衛施設等が所在する市町村や当局の各種施策について
講義があり、講師となった各部担当者から防
衛施設周辺で生活する住民の声に耳を傾け、
その立場に立って、防衛行政を考えることが
重要であるとの説明がありました。
　新人職員１９名は、研修後、防衛省職員とし
ての自覚を持ち、今後それぞれの配属先で各
人の技術や能力をいかんなく発揮し、防衛行
政を通して、基地等防衛施設と防衛施設周辺
自治体や住民の皆さんを繋ぐ架け橋となる人
材へと成長することが期待されています。

　４月1日付で調達部長に着任しま
した菅野（かんの）です。
　北関東防衛局は、防衛省の政策
課題に関して地域の皆様のご理解
を賜り地域社会と防衛施設の調和
を図る役割を担っており、近年、防
衛省の役割が多様化するなかに
あって、当局の使命はますます重み
を増しているものと考えています。
　また、防衛施設の建設は、安全保障
基盤の構築であるとともに社会資本
整備としての雇用創出、地域経済の
活性化を促す側面も有しております。
　このような防衛施設の整備、周辺
地域との調和に対し、誠実に職責を果
たすべく最善を尽くす所存です。

　４月１日付の異動で管理部長に
着任しました渡部です。
　北関東防衛局の勤務は、２度目の
６年ぶりとなります。
　北関東防衛局の管内は広く、重要
な防衛施設が多数所在し、防衛施設
に起因する様々な課題を抱えてお
ります。これらの課題に取り組むた
めには、関係自治体や地域住民の
方々のご理解とご協力が重要です。
　これまでの職務の経験を生かし
つつ、信頼される北関東防衛局を目
指し、日々努力してまいりますので
よろしくお願いいたします。

総務部長
森田　輝也

調達部長
菅野　俊也

管理部長
渡部　貢
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～百里防衛事務所～事 務 所 だ よ り

ひたち海浜公園　～公園設立に至るまでの歴史～
　茨城県ひたちなか市に所在している「国営ひたち海浜公園」は、さまざま
な観光案内カタログや、テレビ番組等で絶景スポットとして紹介されてい
る有名な公園となっています。首都圏からJR常磐線、路線バスを経由し、お
よそ１時間４０分と比較的近場にあり、気軽に足を運べるという利点もあ
ります。
　今年は開園３０周年を記念する年ということもあり、なおのこと話題に
上がる機会が増えてきているように感じます。現在、公園の面積はおよそ
２１５haとなっており、今後も整備がなされていくと最終的に３５０ha（東
京ドームおよそ７４個分）となる計画です。園内は花々の咲き誇る「みはらしの丘」がある「みはらしエリア」や
木々に包まれた「樹林エリア」等の計７つのエリアによって構成されており、エリア内には観覧車等のレ
ジャー施設やサイクリングコース、遊歩道も整備されており、観光や散策のみならず、運動を目的として公園
を訪れる方々も少なくありません。そして春先に開花するネモフィラやバラをはじめとし、秋のコキアや冬の
アイスチューリップといった四季に応じた色とりどりの光景を堪能出来るこの公園は、老若男女を問わず全
ての世代の方々が思い思いの一時を過ごせる素晴らしい場所と言えるでしょう。
　最近では国内外を問わず多くの方々が注目し、足を運んでいるこの公園ですが、元々この場所は今のよう
な公園として利用されていた場
所ではありませんでした。今回は
「国営ひたち海浜公園」が開園さ
れるまでの出来事を簡単に紹介
させていただきます。
　時は今から８０年ほど前に遡
ります。当時この地には、旧陸軍
が飛行場として使用する為の
「水戸陸軍飛行学校」という施設
がありました。その後、終戦を迎
えてからは日本への連合国軍の
進駐に伴い、この施設は「水戸対
地射爆撃場」として米軍が使用
するようになりました。しかし、
射爆撃場として使用されていた
間、当時の地元住民の方々から
数十年にわたり返還運動が行われたこともあり、１９７３年に日本政府に返還されました。
　そうして返還された「水戸対地射爆撃場」跡地を首都圏整備計画の一環として、現在の国土交通省が整備
を始めました。１９８４年に工事が開始され、１９９１年に７０haが完成。この年に初めて開園し、その後さま
ざまな試行錯誤を経て、現在の面積まで整備が進められてきました。今後も公園を整備、管理してくださる
方々によって、より美しい公園に仕上げられていくはずです。
　公園へ足を運ぶ際は、美しい花々の咲き誇る観光地としての一面だけに限らず、整備に至るまでの歴史や
人々の想いにも目を向けてみると、公園の知られざる一面を垣間見ることが出来るかもしれません。
　最後になりますが、一刻も早く新型コロナウイルス感染症が収束し、大勢の方々が気兼ねなく公園へ足を
運べる様になることを心より祈る次第です。

「写真提供：国営ひたち海浜公園」

令和３年４月１日付幹部紹介

　４月１日付で総務部長を拝命し
ました森田です。
　今回の異動については、当時の水
戸防衛施設事務所に採用されたこ
とが私の防衛省職員としてのス
タートだったこともあり、殊更感慨
深いものがあります。
　当局管内には重要な防衛施設が
多数所在しており、その円滑な運用
には地元の皆様のご理解とご協力
が大変重要であると認識しており
ます。
　引き続き、皆様方のご理解が得ら
れるよう取り組んでまいりますの
で、よろしくお願いいたします。

令和３年度 北関東防衛局初任研修を実施
　４月２０日から２２日の３日間、令和３年度北関東防衛局初任研修が１９名の新人職員（令和３年度新規採用者
及び令和２年度中途採用者を含む）に対し実施されました。
　この初任研修は、防衛省職員としての使命と心構えの自覚、業務の遂行に必要な基礎知識を習得、北関東防衛局職
員としての一体感を培うことを目的に実施しており、例年市ヶ谷及び朝霞において実施される防衛省の新人職員全
員を対象とした合同初任研修の後に実施していますが、今年度は新型コロナウイルス感染症の拡大により、一堂での
合同初任研修が見送られたため、北関東防衛局初任研修が新人職員にとって初めての集合教育の機会となりました。
　新型コロナによる影響は埼玉県に４月２０日から「まん延防止等重点措置」の適用が決定されるなど、より一層の
感染対策が求められる中での研修となりました。研修にあたり、研修生は研修前１４日間の健康観察、３密とならな
い広い会議室の使用、室内換気やアルコール消毒、マスク着用の厳守など基本的な感染対策が徹底されました。
　研修では、陸海空自衛隊の任務や活動、北関東防衛局が所管する東京都、埼玉県、千葉県、茨城県、栃木県、群馬
県、長野県、新潟県の１都７県の自衛隊施設や米軍基地、防衛施設等が所在する市町村や当局の各種施策について
講義があり、講師となった各部担当者から防
衛施設周辺で生活する住民の声に耳を傾け、
その立場に立って、防衛行政を考えることが
重要であるとの説明がありました。
　新人職員１９名は、研修後、防衛省職員とし
ての自覚を持ち、今後それぞれの配属先で各
人の技術や能力をいかんなく発揮し、防衛行
政を通して、基地等防衛施設と防衛施設周辺
自治体や住民の皆さんを繋ぐ架け橋となる人
材へと成長することが期待されています。

　４月1日付で調達部長に着任しま
した菅野（かんの）です。
　北関東防衛局は、防衛省の政策
課題に関して地域の皆様のご理解
を賜り地域社会と防衛施設の調和
を図る役割を担っており、近年、防
衛省の役割が多様化するなかに
あって、当局の使命はますます重み
を増しているものと考えています。
　また、防衛施設の建設は、安全保障
基盤の構築であるとともに社会資本
整備としての雇用創出、地域経済の
活性化を促す側面も有しております。
　このような防衛施設の整備、周辺
地域との調和に対し、誠実に職責を果
たすべく最善を尽くす所存です。

　４月１日付の異動で管理部長に
着任しました渡部です。
　北関東防衛局の勤務は、２度目の
６年ぶりとなります。
　北関東防衛局の管内は広く、重要
な防衛施設が多数所在し、防衛施設
に起因する様々な課題を抱えてお
ります。これらの課題に取り組むた
めには、関係自治体や地域住民の
方々のご理解とご協力が重要です。
　これまでの職務の経験を生かし
つつ、信頼される北関東防衛局を目
指し、日々努力してまいりますので
よろしくお願いいたします。

総務部長
森田　輝也

調達部長
菅野　俊也

管理部長
渡部　貢



北関東防衛局からのお知らせとお願い

防衛省・警察庁・外務省・国土交通省

※このほか、航空法上の無人航空機の飛行禁止空域に
おいてドローン等を飛行させる場合、夜間にドローン
等を飛行させる場合等には、別途、国土交通大臣の許
可又は承認を得る必要があります。

【窓口応募受付・お問い合わせ先】
エルモ横田支部管理課管理第二係
　　　　東京都昭島市田中町568-1昭島昭和第2ビル4階
　　　　042 -542 -7663
　　　　　 横田飛行場、 ニューサンノー米軍センター、 赤坂プレス・センター他

外務省、防衛省、警察庁、国土交通省

対象防衛関係施設及び飛行をさせたい
場合の手続の詳細については、防衛省
ＨＰをご参照ください。

【Twitter 開設】   アカウント名／在日米軍従業員求人情報（エルモ）
令和3年4月より、求人情報等の募集関連情報を定期的に発信いたします。
ぜひ、フォローをお願いします。

※求人情報提供メールサービスに登録すると、希望する
   求人情報がホームページに掲載される都度、お知らせ
   メールが送信されますので御利用下さい。

https://www.mod.go.jp/j/presiding/law/drone/index.html

■内容についてのお問い合わせにつきましては下記に御連絡願います。
北関東防衛局　企画部地方調整課連絡調整室
（東京都、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、新潟県、長野県を管轄）
防衛省　地方協力局地方協力企画課在日米軍調整室

（代表）048-600-1800（内線：2213、2236、2226）

（直通）03-5362-4851 

小型無人機等飛行禁止法により指定されている自衛
隊施設／米軍施設その周辺地域（周囲約300ｍ）
の上空におけるドローン等の飛行は、原則として
禁止されています。

LMOhttps://WWW.lmo.go.jp 検索

レ－ザ－光線による操縦士への影響（イメージ）

 　墜落等による大惨事をもたらしかねない大変危険で悪質
な犯罪ですので決して行わないで下さい。
　 照射している人を見かけた方は１１０番通報をお願いい
たします。

    東京都内、神奈川県内、沖縄県内等で飛行中の航空機に対し
てレ－ザ－光線を照射するという事案が多発しています。

（注）平成２８年１２月、改正航空法施行規則が施行され、規制が強化（レーザー
光線を航空機に向かって照射する行為自体に罰則（50万円以下の罰金））。

　　刑法の威力業務妨害罪（３年以下の懲役又は50万円以下の罰金）、航空危険
行為処罰法の航空危険罪（３年以上の有期懲役）等に該当する場合あり。

平成27年12月及び平成28年11月に
威力業務妨害罪で逮捕例あり。

レ－ザ－光線の航空機への照射は  犯罪 （注） です。

（８） 第107号北関東防衛局広報

在日米軍従業員募集ドローンの規制についてのお知らせ

周囲おおむね300ｍの
地域の上空（イエロー・ゾーン）

約300ｍ

自衛隊施設／米軍施設の敷地・
区域の上空（レッド・ゾーン）

■お問い合わせ先
　防衛省　北関東防衛局　企画部地方調整課連絡調整室
　【代表】048-600-1800（内線：2213、2236、2226）

住　所

電　話

担当施設

独立行政法人駐留軍等労働
者労務管理機構【エルモ】で
は、在日米軍基地で勤務する
従業員の募集を行っています。

興味のある方は、エルモホーム
ページをご覧いただくか、下記の
支部にお問い合わせください。

「写真提供：国営ひたち海浜公園」（茨城県ひたちなか市）
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東日本大震災１０周年記念式典
硫黄島での空母艦載機着陸訓練　　
わが町紹介（～栃木県宇都宮市～）
防衛施設周辺の環境整備事業
事務所だより（～百里防衛事務所～）
令和３年４月１日付幹部紹介
令和3年度北関東防衛局初任研修を実施
北関東防衛局からのお知らせとお願い
・レーザー光線の航空機への照射は犯罪です
・ドローン規制についてのお知らせ
・在日米軍従業員募集

北関東防衛局総務部広報室
埼玉県さいたま市中央区新都心２-１
https://www.mod.go.jp/rdb/n-kanto/　
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